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連
　
載

◆第1回［関西］ネプコン ジャパン -エレクトロニ
クス開発・実装展-
会期：2025年5月14日（水）～ 16日（金）▷時間：
10：00 ～ 17：00▷会場：インテックス大阪（大
阪市住之江区南港北1-5-102）▷入場料：無料
（事前登録制）▷主催：RX Japan▷問合せ：【出
展に関して】03-6739-4102 ／【来場に関して】
03-6730-5406▷ 詳 細：https://www.nepconjap
an.jp/osaka/ja-jp.html

◆[関西] Factory Innovation Week
会期：2025年5月14日（水）～ 16日（金）▷時間：
10：00 ～ 17：00▷会場：インテックス大阪（大
阪府大阪市住之江区南港北1丁目5-102）▷入場
料：無料（事前登録制）▷主催：RXジャパン▷問
合せ：【出展に関して】03-6739-4102 ／【来場
に関して】03-6730-5406▷詳細：https://www.
fiweek.jp/osaka/ja-jp.html/

◆JECA FAIR 2025 ～第73回電設工業展～
会期：2025年5月28日（水）～ 30日（金）▷時間：
【28日】10：30 ～ 17：00 ／【29日】10：00 ～
17：00 ／【30日 】10：00 ～ 16：30（ONLINE会
期：5月14日（水）9：00 ～ 6月30日（月）17：00＜
予定＞）▷会場：インテックス大阪2・3・4・5
号館（大阪市住之江区南港北1-5-102）▷入場料：
無料▷主催：一般社団法人日本電設工業協会▷
詳細・申込・問合せ：https://www.jecafair.

jp/
◆九州イノベーションWEEK（構成展＝九州オフィ

ス業務支援EXPO ／九州防災・災害対策EXPO
／九州自治体課題解決EXPO ／九州GX脱炭素推
進EXPO ／九州観光業務支援EXPO）
会 期：2025年6月4日（水 ）・5日（木 ）▷ 時 間：
10：00 ～ 17：00▷会場：マリンメッセ福岡 A
館（福岡県福岡市博多区沖浜町7-1）▷主催：実
行委員会（イノベント内）▷問合せ：03-6812-
9426▷詳細・登録：https://kfb-shien.com/ou
tline

◆AXIA EXPO 2025
会期：2025年6月4日（水）～ 6日（金）▷時間：
10：00 ～ 17：00▷会場：Aichi Sky Expo（愛知
県国際展示場、愛知県常滑市セントレア5丁目
10番1号）▷入場料：1,000円※入場登録者・招
待状持参者・中学生以下は無料▷主催：AXIA 
EXPO 実行委員会（日刊工業新聞社／愛知県／中
部水素利用協議会／愛知国際会議展示場／モノ
づくり日本会議)▷問合せ・詳細・登録：htt
ps://axia-expo.nikkan.co.jp/

◆住まい・建築・不動産の総合展[BREX]・東京会
場
会期：2025年6月4日（水）～ 6日（金）▷時間：
10：00 ～ 17：00▷会場：東京ビッグサイト東1
～ 3ホール（東京都江東区有明3丁目11-1）▷同
時開催展：第5回 デジタル化・DX推進展（ODEX）

【東京会場】▷主催：住まい・建築・不動産の
総合展 実行委員会▷問合せ：03-6812-9422（イ

ノ ベ ン ト 内 ）▷ 詳 細・ 登 録：https://www.
housing-biz.jp/

◆第7回 国際 建設・測量展（CSPI-EXPO2025）
会期：2025年6月18日（水）～ 21日（土）▷時間：
10：00 ～ 17：00（最終日は16：00まで）▷会場：
幕張メッセ1 ～ 6ホール・屋外展示場・屋外展
示場ANNEX（千葉県千葉市美浜区中瀬2丁目1）▷
主催：国際 建設・測量展 実行委員会▷詳細・
申込・問合せ：https://cspi-expo.com/

◆ジャパン・エネルギー・サミット
会期：2025年6月18日（水）～ 20日（金）▷時間：
10：00 ～ 18：00（最終日は17：00まで）▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明3丁目
11-1）▷入場料：無料（事前登録制）▷主催＜日
本＞：ジャパン・エネルギー・サミット日本事
務局（Pivot Tokyo内）▷問合せ：050-3786-3122
▷ 詳 細・ 登 録：https://www.japanenergyeve
nt.com/ja/

●セミナー「インドネシアにおける脱炭素の一環
としての再生可能エネルギーとファイナンス」
会期：2025年4月15日（火）▷時間：13：00 ～
16：30＊ネットワーキングあり＝16：05より▷
会場：日比谷三井カンファレンス・Room6（東京
ミッドタウン日比谷9階）東京都千代田区有楽町
1丁目1-2▷参加費：無料（事前申込制）▷言語：
英語▷主催：自然電力／アラムポート／ NiX 
JAPAN▷詳細・申込・問合せ：https://forms.
gle/z3L4L1vRKmWnfhEU8

●EAJプロジェクト「社会、産業、人々の生活の
変容を支える電力システムの在り方」中間シン
ポジウム／ ESI第23回シンポジウム
会期：2025年4月15日（火）▷時間：13：20 ～
17：30（開場12：50 ～）＊意見交換会あり：会
費5,000 円▷会場：東京大学 駒場リサーチキ
ャンパスAn棟 コンベンションホール（東京都目
黒区駒場4丁目6-1生産技術研究所 研究棟）▷参
加費：無料（事前申込制）▷主催：日本工学アカ
デミー（EAJ）／東京大学生産技術研究所 エネル
ギーシステムインテグレーション社会連携研究
部門（ESI）▷詳細・申込・問合せ：https://
www.esisyab.iis.u-tokyo.ac.jp/symposi
um/20250415/sympo20250415.html

●アンドパッド主催　建設業の第一線で活躍する
女 性 た ち が 登 壇「“Women”AND Constructi
on」
会期：2025年4月22日（火）▷時間：13：00 ～
16：00▷開催方式：ハイブリッド（会場＋オン
ライン）▷会場：ANDPADコミュニティ（東京都千
代田区神田練塀町300住友不動産秋葉原駅前ビ
ル9F）▷参加費：無料▷主催：アンドパッド▷
申し込み特設サイト：https://page.andpad.
jp/and_women2025▷申し込み締め切り：2025年
4月21日（月）18:00

●バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）第228回
研究会「作物残さ、エネルギー作物等による産
業用熱利用の可能性（仮題）」
会期：2025年4月22日（火）▷時間：15：00 ～

17：00▷開催方式：会場＆オンライン（Zoom）▷
会場：地球環境パートナーシッププラザ（東京
都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学1F）▷参加費：
BIN会員＝無料／一般＝1,000円▷主催：NPO法
人バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）▷詳
細・申込・問合せ：https://peatix.com/eve
nt/4340556/view

●NEDO「産業DXのためのデジタルインフラ整備
事業」成果報告会
会期：2025年4月23日（水）▷時間：10：00 ～
18：00▷会場：東京ビッグサイト 東展示棟4ホ
ール（東京都江東区有明3丁目11-1）▷参加費：
無料（Japan IT Week 春展にて事前登録制）▷主
催：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）▷詳細・申込・問合せ：ht
tps://www.nedo.go.jp/events/IT_100112.html

●エネマネ研究会 リアル研究会
会期：2025年5月21日（水）▷時間：13：30 ～
18：00 ＊懇親会あり＝18：20 ～ 19：50▷会
場：加瀬の貸し会議室 虎ノ門ホール（東京都港
区西新橋1丁目9-5）▷参加対象：会員・非会員
（産業用自家消費案件に挑戦したい電気工事店）
▷参加費：会員＝8,000円（懇親会費は後日請
求）／非会員＝1万円（懇親会費込）▷主催：エネ
マネ研究会▷詳細・申込・問合せ：https://s-
kakumei.com/2025/04/04/emaken_250521mtg/

新エネルギー関連
イベントカレンダー（4月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
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社会の階層／ゾーンニング
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③
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第㉒回

コラム▼
は
じ
め
に

私
た
ち
が
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー

イ
ン
グ
な
暮
ら
し
を
求
め
る

こ
と
は
、
快
適
さ
の
土
台
の

う
え
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に

大
事
な
要
素
に
は
、
美
と
感

動
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の

提
供
者
は
、
自
然
で
あ
る
場

合
が
多
い
。

人
工
の
場
合
に
は
、
芸
術

が
あ
り
、
絵
画
や
音
楽
な
ど

も
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

人
間
の
心
を
く
す
ぐ
る
人
工

物
に
は
、
科
学
技
術
に
裏
打

ち
さ
れ
た
「
道
具
」
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
機
能
が
高
ま
り
「
装

置
」
と
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
組
み
合
わ
さ

れ
巨
大
化
し
て
「
シ
ス
テ
ム
」

と
呼
ば
れ
た
り
す
る
。

こ
う
し
て
、
発
展
し
て
き

た
結
果
、
生
活
圏
で
あ
る
地

な
る
の
で
す
。」

四
季
の
変
化
が
豊
か
な
日

本
で
は
、
ち
ょ
う
ど
い
ま
の

４
月
、
春
が
来
る
。
蕾
が
花

を
咲
か
せ
、
や
が
て
実
を
つ

け
る
。
そ
し
て
、
暮
ら
し
に

お
い
て
も
、
新
年
度
が
始
ま

る
。
四
季
の
繰
り
返
し
は
大

切
で
あ
る
が
、
人
間
は
考
え

る
動
物
、
絶
え
ず
新
た
な
改

革
と
創
造
を
行
う
。
し
た
が

っ
て
、
毎
年
毎
季
に
も
変
化

が
起
き
て
い
る
。

そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に

生
き
残
り
や
存
続
、
持
続
可

能
の
た
め
で
も
あ
る
。
そ
れ

に
は
、
現
状
に
対
す
る
「
気

づ
き
」
が
必
要
で
あ
り
、

「
発
見
」
で
あ
る
。
卑
近
な

例
で
は
、
宮
崎
県
幸
島
の
サ

ル
の
よ
う
に
、
若
い
あ
る
一

匹
か
ら
始
ま
る
。
人
間
の
歴

史
で
は
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
や
ニ

ュ
ー
ト
ン
や
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
、
あ
る
い
は
ピ
カ
ソ
の

よ
う
に
、
あ
る
一
人
の
天
才

が
造
り
手
と
な
る
。
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
そ
の
名
の
よ

う
に
、
あ
る
一
石
が
波
紋
を

つ
く
り
、
社
会
や
世
界
に
伝

播
す
る
。

レ
ー
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

の
指
摘
が
、
公
害
と
い
う
影

響
に
気
付
き
を
与
え
、
そ
の

後
、「
グ
リ
ー
ン
・
レ
ヴ
ォ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言

葉
を
導
い
た
。
そ
れ
は
、
当

初
は
「
グ
リ
ー
ン
・
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
。
そ
の
端
緒
は
、
農
業
か

ら
で
、
食
と
健
康
、
つ
ま
り

「
暮
ら
し
」
で
あ
っ
た
。
１

９
７
０
年
代
に
は
、
波
紋
と

し
て
伝
わ
っ
た
。

発
展
し
て
今
日
で
は
、
永

続
可
能
な
農
業
を
も
と
と
し
、

永
続
可
能
な
文
化
、
つ
ま
り

人
間
と
自
然
が
共
生
し
て
豊

か
に
な
る
関
係
を
築
く
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
手
法
を
「
パ
ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
呼
ぶ
。

そ
れ
は
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
（
永

続
性
）
と
、
農
業
（
ア
グ
リ

カ
ル
チ
ャ
ー
）
と
文
化
（
カ

ル
チ
ャ
ー
）
を
、
組
み
合
わ

せ
て
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
に

は
、
暮
ら
し
の
必
須
環
境
で

あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
も

目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
グ
リ
ー
ン
・

レ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

前
述
の
よ
う
に
レ
ー
チ
ェ

ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
著
書
に
よ

り
、
ア
グ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

分
野
か
ら
、「
グ
リ
ー
ン
・
レ

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
は
１

９
７
０
年
代
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
当
時
熱
心
だ
っ
た
の

は
経
済
面
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
分

野
で
あ
っ
た
。
ア
グ
リ
・
ビ

ジ
ネ
ス
が
端
緒
で
あ
っ
た
。

公
害
問
題
は
土
地
、
水
、
空

気
と
い
う
対
象
が
向
け
ら
れ

た
。
こ
れ
こ
そ
が
食
生
活
の

土
台
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

前
報
に
述
べ
た
が
、
こ
れ

に
も
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
介
在
す
る
。
そ
う

す
る
と
、
多
く
の
立
場
の
関

わ
り
が
生
ま
れ
る
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
、
個
人
で
は

生
き
て
い
け
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
Ｉ
や
Ｍ
ｙ
で
は
な
く

Ｗ
ｅ
や
Ｏ
ｕ
ｒ
と
い
う
意
識

が
大
事
と
な
る
。
確
か
に
、

人
間
と
し
て
の
存
在
は
個
人

で
あ
る
が
、
生
き
る
と
い
う

局
面
で
は
、「
み
ん
な
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
の

図
に
示
し
た
よ
う
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
社
会
と
し

て
の
連
関
が
あ
る
。

し
ば
し
ば
耳
に
し
、
理
解

さ
れ
て
い
る
言
葉
に
、「
エ

コ
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
ラ
テ

ン
語
の
オ
イ
コ
ス
と
い
う

「
わ
が
家
」
を
意
味
す
る
こ

と
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
①
で

も
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
エ

コ
ロ
ジ
ー
」
と
し
て
合
点
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
産
業

活
動
の
結
果
、
公
害
が
生

じ
、
そ
の
必
要
性
が
共
有
・

認
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。「
エ
コ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

や
「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
と
呼
ば

れ
、
上
の
図
で
も
、
身
近
な

暮
ら
し
の
場
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ゾ
ー
ン
と
し
て
実

感
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
包
括

し
、
さ
ら
に
広
く
も
狭
く

も
、
生
き
る
環
境
や
生
態
系

を
、「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と

呼
ば
れ
る
。
人
間
も
他
動
植

物
系
も
対
象
と
な
る
。

活
の
環
境
と
な
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
普
通

と
な
り
、
国
内
の
範
囲
を
超

え
て
世
界
と
つ
な
が
り
、
絶

対
の
距
離
感
で
は
な
く
時
間

や
意
識
と
し
て
の
距
離
感
、

つ
ま
り
感
覚
と
し
て
の
距
離

感
が
、
新
た
に
形
成
さ
れ
て

い
る
。

結
果
、
課
題
と
し
て
、
現

実
的
に
は
犯
罪
や
偽
装
（
フ

ェ
イ
ク
）
情
報
、
偽
装
組
織

な
ど
が
登
場
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
暮
ら
し
や
娯
楽
、
趣

味
や
活
動
の
面
か
ら
経
済
や

産
業
と
な
り
、
あ
る
い
は
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
、
さ
ら
に

選
挙
や
政
治
の
面
で
も
常
套

と
な
っ
て
き
た
。

気
が
付
け
ば
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
の
電

力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
、
新
た
な
厄
介

な
課
題
や
問
題
が
登
場
し

た
。
こ
う
し
て
、
正
義
の
グ

リ
ー
ン
を
希
求
す
る
と
、
課

題
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
グ

リ
ー
ン
に
お
け
る
光
と
影
で

も
あ
る
。
こ
れ
は
、
グ
リ
ー

ン
・
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
の
一

面
で
あ
る
が
、
別
名
で
はGr

een 
Fatigue

（
疲
労
）
と

も
呼
ば
れ
る
。
実
は
、
筆
者

の
メ
ジ
ャ
ー
研
究
は
金
属
疲

労
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
厄

介
疲
労
で
あ
る
「
フ
レ
ッ
テ

ィ
ン
グ
疲
労
」
を
専
門
と
し

て
い
た
。
こ
の
言
葉
を
冠
し

て
、Fretting Green Fat

igue

（
Ｆ
Ｇ
Ｆ
）
と
、
筆
者

は
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

上
述
の
よ
う
に
多
様
で
あ

り
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、

個
々
の
立
場
で
の
利
害
関
係

は
、
相
互
に
広
が
り
、
波
及

す
る
。
そ
の
解
決
に
は
、
以

下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
➊

「
地
球
」
に
配
慮
す
る
。
人

間
は
地
球
の
健
康
な
し
に
繁

栄
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
最
も
基
本
の
倫
理
で
あ

る
。
➋
世
界
の
「
人
び
と
」

に
配
慮
す
る
。
人
々
が
存
続

す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
を

互
い
に
供
給
す
る
。
➌
「
余

剰
は
分
か
ち
合
い
、
消
費
と

再
生
産
に
は
限
度
」
を
設
け

る
。
私
た
ち
が
各
々
で
必
要

な
も
の
を
融
通
し
あ
う
こ
と

で
、
資
源
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
一
般

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
一
致
す
る
。

グ
リ
ー
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

の
構
築
は
、
世
界
に
共
通
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
土
台
の
エ
コ

シ
ス
テ
ム
／
生
圏
は
大
陸
や

国
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
目
標
と
す
る

「
グ
リ
ー
ン
」
を
求
め
る
概
念

は
共
通
で
あ
る
が
、
実
施
は
地

域
性
を
「
よ
し
」
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
従
来

か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
唱

え
ら
れ
て
い
る
「
シ
ン
ク
・
グ

ロ
ー
バ
ル
、
ア
ク
ト
・
ロ
ー
カ

ル
」
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

▼
ま
と
め

個
人
や
地
域
で
の
「
ウ
ェ

ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
求
め

る
こ
と
は
目
的
と
さ
れ
る
。

地
球
に
対
し
て
大
き
な
影
響

を
与
え
る
人
間
の
存
在
は
、

偉
大
で
は
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
面
で
は
、
取
り
組

み
や
行
動
が
規
制
さ
れ
る
。

そ
の
面
で
も
、
美
や
感
動
、

そ
し
て
快
適
は
充
分
に
共
在

す
る
意
識
を
多
く
の
人
が
共

有
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
人
間

だ
か
ら
の
、
原
因
と
結
果
で

あ
る
。「
グ
リ
ー
ン
」
と
い

う
言
葉
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
と

い
う
言
葉
と
共
生
し
、
心
地

い
い
。
い
ま
の
時
代
に
、
そ

し
て
未
来
に
向
か
っ
て
「No 

Green, No Life

」
と
叫
び

た
い
。

▼
グ
リ
ー
ン
イ
ッ
シ
ュ
／

グ
リ
ー
ン
・
フ
ァ
テ
ィ
ー
グ

し
か
し
、
近
年
で

は
、
科
学
技
術
が
生

球
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
同
時
に
、
ま
た
人
間
と

暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
と

変
化
を
与
え
た
。
そ
の
た

め
、
絶
え
ず
対
策
や
改
善
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
前

提
に
は
、
子
孫
の
存
続
が
無

意
識
と
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
人
間
と
し
て
本
性
と
し

て
も
過
言
で
は
な
い
。

▼
レ
ー
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

自
然
の
大
切
さ
へ
の
気
づ

き
を
原
点
と
し
て
、
一
生
を

捧
げ
た
科
学
者
、
レ
ー
チ
ェ

ル
・
カ
ー
ソ
ン
（
１
９
０
７

～
１
９
６
４
）
の
言
葉
に
次

の
も
の
が
あ
る
。

「
も
し
も
わ
た
し
が
、
す

べ
て
の
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
る
善
良
な
妖
精
に
話
し
か

け
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
し

た
ら
、
世
界
中
の
子
ど
も

に
、
生
涯
消
え
る
こ
と
の
な

い
「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン

ダ
ー
（
神
秘
さ
や
不
思
議
さ

に
目
を
見
は
る
感
性
）」
を

授
け
て
ほ
し
い
と
た
の
む
で

し
ょ
う
。
こ
の
感
性
は
、
や

が
て
大
人
に
な
る
と
や
っ
て

く
る
倦
怠
と
幻
滅
、
わ
た
し

た
ち
が
自
然
と
い
う
力
の
源

泉
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
、
つ

ま
ら
な
い
人
工
的
な
も
の
に

夢
中
に
な
る
こ
と
な
ど
に
対

す
る
、
か
わ
ら
ぬ
解
毒
剤
と


